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“お客さま目線”を常に忘れずに
そこにある真のニーズに応えていきたい

　私と都産技研との出会いは、大学院
生のときでした。研究に必要な試験片の
作製には、マイクロメートルサイズの微
細加工ができる加工機が必要だったの
ですが、大学院の研究設備が故障して
しまい、都産技研の機器を利用したのが
最初でした。そのときの担当者にとても
親切にしてもらったことが印象に残り、
都産技研に魅力を感じて採用試験を受
けました。
　採用後、エレクトロニクスグループ（現・
電子半導体技術グループ）の電気応用
研究室で電気機器や配線器具の試
験・研究・技術相談を担当することにな
りました。これまでの専門とはまったく異な
る分野で、周囲に迷惑をかけてばかりの
毎日でした。当時の上司による指導のお
かげで、今の自分があると思っています。
　その上司からは、技術的なことはもちろ
ん、“お客さま目線”で本当に相手の求め
ていることに応えるという姿勢についても
学び、今でも私の手本となっています。

　機器利用では、私自身が大学院生時
代に体験したことも踏まえ、訪れたお客
さまそれぞれに合わせた対応を心がけて
います。また、お客さまとのコミュニケー
ションを大切にし、中小企業の方々の
ニーズを敏感に捉えて、新たに導入する
設備の提案にもつなげていきたいです。
　研究開発では、ジュエリーケースやおも
ちゃなどの身近な製品にも利用されてい
る静電植毛加工技術に取り組んでいま
す。これは静電気応用技術の一つで、全
国の公設試験研究機関でも珍しい研究
テーマです。植毛という限定された加工
技術のため、現在、国内でも利用が衰退
ぎみで、どのように汎用性を持たせて普
及させていくかが課題となっています。
　“お客さま目線”で、その活用方法を
企画・提案し、製品評価まですべてを
含めた開発を行っていきたいと日々奮
闘しています。先達からの技術・情報や
お客さまに対する姿勢をきちんと習得
し、後進へも伝えていきたいです。

温度応答性細胞培養基材は、人工
血管などの開発に携わっていた東京女
子医科大学特任教授の岡野 光夫氏
が、温度応答性ポリマーの性質に着目
し、細胞を酵素処理することなく移植を
可能にした「細胞シート工学」を牽引して
います。
温度応答性細胞培養基材は、再生

医療支援を目的とした培養基材で、培養
した細胞組織をシート状に保ったまま剥
離させて回収できることが特徴です。そ
のため、皮膚や粘膜などの再生医療に
すでに臨床応用されています。
これまで細胞を用いた再生医療で
は、培養した細胞を培養基材から剥離さ
せる際にトリプシンなどの酵素を用いて
いました。しかし、トリプシンは、培養され
た細胞をシート状に保つ接着タンパクや
細胞外マトリックスなどを破壊してしまい
ます。
「温度応答性細胞培養基材を用い
て移植用の細胞シートを作成すること
で、トリプシン等を用いることなく、無傷
の細胞を高次機能を保ったまま移植す

ることが可能になりました。また、細胞
外マトリックスが糊の役割を果たすの
で、数十分で移植した部位に細胞が生
着することがわかってます」（岩田氏）。

世界で唯一、この技術を用いた温度
応答性細胞培養器材を開発・製造・
販売しているのが（株）セルシードです。
研究の成果を実際の医療現場へ届け
るために、当時試薬会社に勤務してい
た長谷川氏（同社創業者）とともに岡
野氏が平成13年に設立しました。
会社設立から温度応答性細胞培養
器材の販売開始までは、決して順調で
はなかったと（株）セルシードの橋本氏
は言います。「温度応答性細胞培養器
材は、培養皿の表面でモノマーに化学
反応を起こさせ、変化したポリマーを厚
さ20nmで均一に重合させたものです。
ポリマーの厚さが10nm異なるだけで
培養や剥離がうまくいかないため、製
品の製造方法、品質管理手法の確立
に時間を要し、会社設立から細胞シー
ト回収用温度応答性細胞培養器材
(UpCell)の開発・販売まで6年かか
りました」
現在、（株）セルシードは、大日本印
刷（株）へ器材の製造を委託し、ナノレ
ベルで品質管理されたラインでの温度
応答性細胞培養器材の量産化に取り
組んでいます。

年間売上1億円にもなる温度応答
性細胞培養器材を生んだ細胞シート工
学は、細胞シートによる再生医療の事
業化を目指すまでに成長しました。医工
連携で成果を出し、今に至る要因を橋
本氏は次のように言います。
「細胞シート工学を牽引する岡野先
生に先見の明があったことは間違いあ
りません。ですが、研究の現場で生みだ
されたものを医療の現場に届けるため
には、医学だけでは難しいのです。工学
や化学の専門知識を持つ人間やビジネ
スの世界を知る人間の協力が事業化
には必要不可欠でした。加えて、医師法
や薬事法などの関連法が整備されるこ
とも必要です」
平成26年に再生医療に関する薬
事法が改正され、再生医療新法が施
行されました。新法が施行されたことに
より、細胞の培養を医師が企業に委託
できるようになるなど、再生医療ビジネス
は、これからさらに伸びることが期待され
ます。

毎号、研究員をクローズアップして、業務内容や仕事に対する思いをご紹介していきます。

大学卒業後、民間企業を経て機
械系大学院に進学。微小領域で
活用できる温度計測手法を研
究。趣味は写真撮影。
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